
京大物塵物理研究グ/レ-プの紹介

ンダム路子 の光学 スペク トル｣など魅力的且つ野心的 な課題 を取 り上げ られて

いるのは常 々敬服するところで;同じような間題意一致を持 っでいますo例えば

烹沢さん らのお仕事でまだ未解決の長距離-クロー ン効果の問題は,夷期 方針の

-一つの課顎 と思っていますOまた,ラ∵/ダム格子 の光物性宜 しで ｢強磁場にお

ける不純物帯の光学およびtransport理論｣は非常 に面白いもので,･半年 ぐら

いの閲に片附けたいと,日下努力中ですノ占
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生体における化学反応の特算 哲,種 々の レベルにわた って明 らかにすること

を㍉ 当面の大きな目撃としています ｡

清一のものは.分子の煉 霞や時間における相 調が,化学反応にど瑚濠な

ei｡･3:ect を持つかを明らかにする方向で進めています O 反応逮夜と e工.fecL1-

v e rallg.ぐう, diffusionlconstant e机 との軌 系や,賓 遣拝用J-滝 別の成

立 :3ーる条件 を 明 らかにLしてきましたo生榛 とい う時間的,空緋 勺相関の大きい

素描Tでの反応の特嶺 を,上の様な閲点から明 らかにして行 こうとするものですC3

.蕪･2の.ものは,酵素の反応機構に蘭 する電子 レベルにおける研究ですく}

酵素の二持つ非常に高い融裸作用を明 らかにすることを目的 としていますが,

そのために,.簡単な分子による触媒作用 (酸塩基触媒,加水分解におけ る稜 々

I,,'rHluCleo philic rea･a.gent ebc)の;本質を明.らかにすることか ら始めて

います ｡

酵素作用の特常 は,､この様な簡単 な分子の触媒作用 との類似点,相異約を明

確にしてい く中でとらえられるのではないかと考 えています｡
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